
● 蓬田村 ・蟹田 町合同観閲式から……… …２

● 老人スポーツ大 会から ………………… …３

● 植樹祭 ・東郡中 体連から ……………… …４

● 村老人保健福祉 計画………………………５

● 保健コーナー… ……………………………６

● 赤倉 岳・袴腰岳登山道完 成力ヽら …………７

● 川 柳北緯41° ／各 課から ……………８ ～10

● 行 事予定 ／み～つけた… …………………11

● け つぱる 蓬田人／戸籍の窓口 ……………12

広
報

蓬中 実力発揮で 準優勝

！ 「
燃

え

る

北

国

、

ね

ぶ
た

の
乱

舞

」

平

和

過

ぎ

る

フ

レ
ー

ズ

に

日

本

で

一

番

暑

く

長

い
と

い

わ

れ

た

昭

和

二

十

年

八

月

十

五

日

を

忘

れ

て

は

も

っ

た

い

な

い
。

盂

蘭

盆

と

共

に

祖

先

や

父

母

の

労

苦

を

偲

び
、

せ

め

て

、

報

恩

と

感

謝

の

念

を

持

ち

続

け

た

い
。

そ

の

心

に

こ

そ

、

間

違

い

な

く

出

来

秋

が
贈

ら

れ

る

だ

ろ

う

。
異

名

は

、

葉

月

、

月

見

月

、

秋

風

月

、

草

津

月

、

木

染

月

、

紅

染

月

、

萩

月

、

雁

来

月

…

…

…

等

々
。

。。

「

葉

月

、
此

月

粛

殺

の
気

生
じ

、

百

世

葉

を

落

す

。

故

に

葉

落

月

と

い
う

。

今

略
し

て

葉

月

と

省

す

。
」

「

雁

来

月

、

雁

の
始

め

て

来

る

心

な

り

。
」
「
月

見

月

、

秋

風

月

、

萩

月

等

々

共

に

こ

の
月

の

風

物

に

関

し

て

名

づ

く

」

な

ど

と

解

説

さ

れ

て

い

る
。

玉

松

海

水
浴

場

開

き

に

ど

も

な

う

安

全

と

、

重

ね

て

出

来

秋

を

村

民

の

皆

様

と

共

に

念

じ

て

や

ま

な

い
。
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広報よ もぎ た

蓬田村・蟹田町消防団

六
月
二
十
四
日
（
金
二
逢
田
村

・
蟹
田
町
消
防
団
の
合
同
観
閲
式

が
蓬
田
村
総
合
運
動
場
を
主
会
場

に
団
員
、
来
賓
、
関
係
者
六
百
名

が
参
加
し

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前

七
時
四
十

分
、
玉

松
台

ス

ポ
ー

ツ
ガ
ー

デ
ン
か
ら
総
合
運
動

場
ま

で
の
行
進
で

は
、
自
衛

隊
音

楽
隊
を
先

頭
に
、
四
百
二

十
七
名

の
消
防
団
員

、
十
九
台

の
ポ
ン

プ

自
動
車

が
、
一
糸
乱

れ
ぬ
堂

々
の

行

進
を
披
露
し

ま
し

た
。

式
は
、
吉
田
初
男
蓬
田
村
消
防
団

長

総
指
揮

の
も
と
、
殉
職

消
防
団

員

に
対

す

る
黙

祷
か
ら
始
ま
り

、

検
閲

、
機
械
器

具
点
検
、

ポ
ン
プ

操
法

、
分
列
行

進
と
続

き
ま
し
た
。

蓬
田

漁
港
で
行

わ
れ
た
放

水
で

は
、

十
九
台
の

ポ
ン

プ
自
動
車

が

一
斉
に

、
赤
、
黄

、
青
の
色
を

つ

け
た
水

を
高

々
と
放

水
す
る

と
観

覧
者
は
盛

ん
に
拍
手

を
送
り
ま
し

た
。
続

い
て

、
会
場
を

総
合
運
動

場

に
移
し

、
表
彰
伝
達
式

が
行
わ

れ
十
二

時
に
式

を
閉
じ
ま
し

た
。

今
回
の
観
閲
式

は
蓬
田
村

・
蟹

田
町

と
も
近
年

の
、
機
械
器

具
の

充
実

と
共
に
団
員

の
士

気

も
非

常

に
高

い
と
、
村
内
外

の
来
賓

の
皆

さ
ん

か
ら
高

い
評
価

を
受
け
ま
し

た
。消

防
団

員

が
訓
練
を

積
む
と

と

も
に
、
こ

の
合
同
観
閲
式

を
機
会

に
村
民

の
防
災

活
動
に
対
す

る
意

識

が
高
ま

っ
て

い
く
も

の
と
思

い

ま
す
。

陸上自衛隊第九音楽隊が式を盛り上げてくれる。

蓬田村・蟹田町合同観閲式から●2

合同観閲式

鮮やか、放水（蓬田漁港にて）



元
気
は
つ
ら
つ

六
月
十
日
（
金
）
午
前
十
時
か

ら
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
村
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
及
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
参
加
者
約
四
百
人
が

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

各
自
治
会
対
抗
と
あ
っ
て
、
選

手
も
応
援
も
一
体
と
な
り
会
場
に

は
声
援
や
歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。
午
前
の
競
技
種
目
は
、

①
パ
ン
喰
い
競
争
②
ス
プ
ー
ン
リ

レ
ー
③
輪
投
げ
④
ボ
ー
ル
送
り
⑤

借
り
物
競
走
⑥
タ
イ
ヤ
転
が
し
⑦

カ
ン
釣
り
競
走
⑧
玉
入
れ
⑨
け
つ

あ
つ

パ
ン

パ
ン
⑩
酔

う
払
い
運
転

禁
止
、

と
個
人
、
団

体
合
わ
せ
て

十
種
目

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

午
後

か
ら

は

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会

が
屋
外

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
場

で
行

わ
れ
、
予
選

を
勝
ち
抜

い
て

き
た

四
チ

ー

ム
が
リ

ー
グ
戦
で
熱

戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
、
見
事
な
ス
テ
ィ
ッ
ク

さ
ば
き
と
チ

ー

ム
プ
レ
ー
で
観

衆

を
魅
了
し

ま
し

た
。

大

会
は
、
午

後
三

時
に

ケ
ガ
人

も

な
く
無
事
終
了
し

ま
し

た
。

無我夢中！恒例゛ザ・玉入れ″

村のゲートボールはレベルが高い

結
果

は
次

の

と
お
り

で
す
。

▼

ス

ポ

ー

ツ

大

会

一
位
　
蓬
　
田

二

位
　

中
　

沢

三

位
　

長
　

科

三

位
　

広
　

瀬

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
位一
　
阿
弥
陀
川

二
位
　
高
　
根

三
位
　
長
　
科

声援しながら出番を
待つ選手団

″
女
性
が
支
え
る
農
業
農
村

記
念
講
演
会
開
催
″

六
月
二

十
九
日

（
水
）
十
時
三

十
分

か
ら
村
農
業
協

同
組
合
研

修

室
に

お
い
て
青
森

経
営
研
究
所

、

代
表
取
締

役
社
長

、
北

村
真
由
美

氏
が
「
女
性
が
支
え
る
農
業
農
村
」

と
題
し
て
記

念
講
演
を
行

い
ま
し

た
。こ

の
講
演

は
、
こ

の
秋
本

県
で

開
催
さ

れ
る

。
９４

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

美
し

く
豊

か
な
村

づ
く
り

全
国
大

会

（
第
十
七
回

全
国

土
地

改
良
大

会

）
と
県
内
各

地
で
行

わ
れ
る
農

業

農
村
整
備
推

進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

村
内

の
女

性
八
十
名

が
参
加
し

ま

し

た
。

講
演
で

は
「
本
物

と
出
会

い
自

ら
の
感
性

を
磨
く
こ

と
が
大
切
。

視
野
を

広
め
る
た

め
に

、

い
ろ

ん

な
人
の
話

を
問

い
て
活
動

に
参
加

し

て
み

る
。

た
ま
に
は

い
い
・
お
食

事
を
し

て
次

の
日
か
ら

は
納
豆
で

も
・：
」
等
、

ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な

が
ら

の

お
話

に
参
加
者
は

熱
心
に

聞

き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

村
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ボール送りにも各チーム作戦があります。



広報よもぎた

スポーツガーデン

緑いっぱいに

県庁職員植樹祭

七
月
三

日
（
日

）
、
玉

松
ス

ポ

ー

ツ
ガ
ー

デ
ン
で

、
県

庁
職
員
の

植
樹

祭

が
行
わ

れ
、
北

村
青
森
県

知
事
を
は
じ

め
県
職
員

お
よ

び
家

族
等
、
関

係
者
約
二
百
四

十
名

が

参
加
し
ま
し

た
。

開
会

式
で
は
、
北

村
県
知
事

が

「
緑

の
中

で
潤

い
や

安
ら
ぎ
を
実

感
し
て

く
だ
さ

い
」

と
あ

い
さ

つ

し
ま
し

た
。
続

い
て
八

戸
良
次
郎

村
長

が
「
わ

が
村

の
ス
ポ
ー
ツ

ガ

ー

デ
ン
に
よ
う

こ
そ
お

い
で
く

だ

さ

い
ま
し

た
。
し

か
も
沢
山
の
木

を
植
え

て
下

さ

る
と
い
う

こ
と
で

誠
に
有
り
難

く
、
村
議
会

と
共
に

大

い
に
歓
迎
し

ま
す
」

と
あ

い
さ

つ
し

ま
し

た
。

参
加
者

は
、
青
空

が
広

が
る
天

気

の
も

と
、
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン

多

目
的
広
場

の
周
囲
に
十
年

生
の

イ
チ

イ
五

十
本

、
四

、
五

年
生
の

サ
ル
ス
ベ
リ
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

植
樹
の
後
は
、
緑
に
親
し
む
行
事

と
し

て
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

、

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル
場

が
解
放
さ

れ
、
玉

松

台

の
散
策
や

、
よ

も
ぎ
温
泉

の
入

浴

を
午
後
三
時

ま
で
楽
し

み
ま
し

た
。

帰
り

に
は
家
族
参
加

の
皆

さ

ん
に

、
樹

高
三

十
五

セ

ン
チ

の
ヤ

マ
モ
ミ

ジ
が

プ
レ

ゼ
ン
ト

さ

れ
ま

し
た
。

蓬中野球部
六
月
十
一

、
十
二

日
、
小

泊
村

で
行
わ

れ
た
第

十
一
回

全
日
本

少

年
野
球
県
大
会

で
蓬
田
中
学

校
野

球
部
は
見
事

準
優
勝
を
成
し

遂
げ

ま
し

た
。

ま
た
、
六
月

十
六
、
十
七

日
に

開
催
さ

れ
た
束
郡

中
体
連
夏

季
大

会
で
蓬
田
中

学
校
は
各

種
目

で
健

闘
し

、
団
体

で
野
球
部

が
優
勝
、

卓
球
男
子

が
準
優
勝

の
栄
冠

に
輝

き
、
個
人
で

も
卓
球

の
四
名

が
県

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

特
に
野
球
部

は
他
校
を
寄
せ
付

け

な

い
圧
倒

的
強
さ
で
、
四

年
連
続

県
大
会
出
場

の
快
挙
を
成
し

遂

げ

ま
し

た
。

県
大
会

で
の
活
躍
に

一
層

期
待

が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

県
大
会
出

場
選
手
は
次

の
と

お

り

で
す
。

▽
野
　

球

（
三

年
生

）
越
田

正
也

、
木

戸
育

次
、
坂
本
恭
一

、
乳
井

厳
公

、
角

田
勇
哉
、
木
村
　
悟
、
木
村
敬
親
、

古

川
　

誠

、
越
田

和
人

、
坂
本
昌

彦

、
田
中
真
司

、
津
島
元
気

、
浜

名
幸
人
、
藤
本
　
勉
、
山
館
佑
輔
、

（
二

年
生

）
津
島

永
平

、
八

戸
貴

志

、
藤
本
幸
春

、
中
村
勇

琿

▽
卓
球
団
体

⊇
一
年
生

）
川

崎
　

潤

、
青
木
一

史

、
石
田
善

信
、
相
馬
優
樹

、
武

井

洋
介
、
張
間
正

憲
、（
二

年
生
）

武
井

洋
史
、
森
　

喜
朗

▽
卓
球
個
人
戦

（
男
子

）
川
崎
　

潤
、
青
木

一
史

張
間

正
憲

（
女
子

）
藤
本

佳
居

｀準優勝″全日本少年野球県大会

４゙ 年 連 続 ″ 県中学校体育大会出場

快 挙



高
齢
化
社
会
に
向
け
て

村
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定

蓬
田

村
老

人
保
健
福

祉
計
画

が

策
定

さ
れ
ま
し

た
。

わ

が
国
は

今
後
人
口

の
高
齢
化

が
急
速
に

進
み
、
二

十

一
世
紀
当

初

に
は
世
界

に
も
例
を

み
な
い
高

い
水
準
に
達
す

る
と
予
想

さ
れ
て

い
ま
す
。

蓬
田
村
の
高
齢
化
に
お
い
て
は
、

平
成
二

年
に
す

で
に
全
国
平

均
を

上

回
っ
て

お
り

、
今
後
急

速
に
人

口
の
高
齢
化

が
す

す
む
こ

と

が
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し

た
こ
と
か
ら

、
高
齢
者

が
健
康
で
生

き

が
い
を
持

ち
、
安

心
し

て
生
活

で
き
る
社
会

を
築
く

た
め
、
村
で

は
平

成
五

年
二
月

。

「
蓬

田
村
老
人

保
健
福
祉

計
画

作

成

委
員
会
」

を
設
置
し
、
計
画

策

定

の
作
業
を

進
め
て
来
ま
し

た
。

村
の
現
状

は
、
昭
和
三
十

年
を

ピ
ー
ク
に
人

口
の
減
少
傾
向

が
続

い
て
お
り

、
農
業
、
漁
業
以
外

の

就

労
場
所

が
少

な
い
た

め
若

い
労

働
力

の
村
外

流
出

、
出
生
数

の
減

少

が
そ
れ
に

拍
車
を
か
け
て

い
ま

す
。

ま
た
、

高
齢

化
率
の
上
昇

、

高
齢

者
の
ひ

と
り

世
帯
や
高
齢

者

夫
婦
世
帯

が
増
加
し

つ
つ
あ
り

ま

す

が
、
女
性

の
社
会
進
出
等

に
よ

り
日
中
の
介
護

が
低
下
す
る
な
か
、

そ
れ
を
補
う
老
人
保
健
施
設
、
特
別

養

護
老
人

ホ
ー
ム
、

デ
ィ
サ

ー

ビ

ス
セ
ン
タ
ー
等

の
保
健
福
祉
サ

ー

ビ
ス
を
行
う
施
設

が
村
内
に
設

置

さ
れ
て

い
ま
せ

ん
。

施
設

サ
ー

ビ
ス

・
特
別

養
護
老
人

ホ
ー

ム
の

整
備

促
進

・
保
健
セ

ン
タ
ー
の
設
置

・
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
等

こ

れ
ら
を
含
む
七
項
目

。

在
宅

保
健
福
祉
サ

ー

ビ
ス

ー
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
充

実

・
テ

ィ

ー
サ
ー

ビ
ス
開

設

・

シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
実
施

・
訪
問
入

浴
サ
ー

ビ
ス

・
給
食
サ

ー

ビ
ス
等

こ

れ
ら
を
含
む
十
三
項

目
。

計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
。

「
蓬
田
村
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整

チ
ー
ム
会
議
」
に
叙
け
る
高
齢
者

の
実
態
把
握
、
サ
ー
ビ
ス
の
総
合

調
整
、
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
、
立
案

等
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、
定
期

的
に
本
計
画
の
目
標
、
施
策
の
進

行
状
況
を
常
に
把
握
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

点
検
し
な
が
ら
、
計
画
の
適
切
な

進
行
管
理
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。クリーン

アップ
玉松周辺 清掃 奉仕

七
月
二
十
日
（
水
）
、
海
水
浴

場
開
き
を
控
え
、
王
松
台
か
ら
、

海
岸
一
帯
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

蓬
田
小
学
校
青
少
年
赤
十
字
団
高

学
年

匸
一
十
名
、
赤
十
字
奉
仕
団

三
十
名
、
高
齢
者
教
室
生
百
五
十

名
、
漁
業
関
係
者
四
十
名
が
一
斉

に
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
は
、
役
割
を
分
担
し
手
際

よ
く
進
め
ら
れ
、
集
ま
っ
た
ゴ
ミ

は
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
も
あ
り
玉
松

海
水
浴
場
周
辺
は
ず
っ
か
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

奉
仕
活
動
、
ほ
ん
と
う
に
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

5　●村老人保健福祉計画

計
画
で
は
、
平
成
十
一
年
度
を

目
標
達
成
年
度
と
し
て
い
ま
す
が

平
成
七
年
十
月
に
実
施
さ
れ
る
国

勢
調
査
の
結
果
等
に
基
づ
き
、
中

間
年
に
お
い
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

お
も
な
内
容



みんなでつくろう、健康なむら：食生活改善運動から

塩
分
を
と
り
す
ぎ

て
は
い
ま
せ
ん
か

色

と
り

ど
り

の
花

が
咲
き

、
一

段

と
夏

ら
し
く

な
っ
て
き

た
こ
の

頃

、
毎
日
元
気

に
お
過

ご
し
で
し

ょ
う

か
。
先
般
行

わ
れ
た
住
民

総

合

健
診
で
は

、
村

内
６
健
診
会
場

に

お
い
て
、
う
す

味
で

バ
ラ

ン
ス

の
と
れ
た
食
事

の
普
及
の

た
め
に

健

診
を
受
け

た
人

達
に
対
し
て

、

村

の
食
生
活
改

善
推
進
貢
に
よ

る

朝
食
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

野
菜

や
海
草

、
豆

腐
等
の
食
品

を

ふ
ん
だ
ん
に

と
り
入

れ
た
メ

ニ
ュ

ー

を
試
食
し

た
後
に
は
、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

そ
の
中

に
、
「
な

ぜ
塩
を

と
り
す

ぎ
る
と
体
に
害

が
あ
る
の
か
？
」

と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
月

は
、
塩
分

の
と
り
す

ぎ
は

な

ぜ
成
人

病
の
も

と
に
な
る
の

か
に

つ

い
て

話
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

食
塩
は
人
体
に
必
要

な
も
の
だ
け
ど
…

食
塩
の
主
成
分
で
あ
る
ナ
ト
リ

ウ
ム
は
、
人
間
の
体
に
必
要
な
ミ

ネ
ラ
ル
の
ひ
と
つ
で
、
体
の
組
織

内
外
の
体
液
の
浸
透
圧
を
一
定
に

保
つ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
神
経
や
筋
肉
の
働
き
の
調
整

や
、
食
物
の
消
化
を
助
け
る
な
ど

の
働

き
を
し
て

い
ま
す
。

と
は

い

え

、
ナ

ト
リ
ウ

ム
は
、
ほ
と
ん

ど

の
自

然
の
食
品

に
ふ
く
ま
れ
て

い

る
の
で
、
極
端

に
い
う

と
、
あ
え

て

塩
分

を
摂
取
し

な
く
て
も
不
足

す
る
心
配
は
な
い
と
も
い
え
ま
す
。

そ

れ
な
の
に
、

塩
に
は
、
調
味
料

と
し
て

の
働
き

が
あ

る
た
め
に

、

つ

い
と
り
す

ぎ
に

な
り

が
ち
な

の

で
す
。と

り
す
ぎ
は

成
人
病
の
も
と

塩
分

の
と
り
す

ぎ
の
も
っ

と
も

大
き

な
問
題
は
、
高

血
圧
の
原
因

に
な

る
こ
と
で
す
。

体
内

の
塩
分

（
ナ
ト
リ

ウ

ム
）
の
濃
度

は
一
定

に
保

た
れ
て

い
ま
す

が
、
摂
取
す

る
塩
分

が
多
い
と
ナ
ト
リ

ウ

ム
の

濃
度

が
濃
く
な
ら
な

い
よ
う

に
す

る
為

に
、
体
内
の
水
分
量

は
多
く

な
り
ま
す
。

つ
ま
り

血
液
の
量

が

増
え

る
の
で
す
。
ま

た
、
ナ

ト
リ

ウ

ム
は

水
分
と
と
も

に
血
管
壁
の

細
胞

の
中

に
入
り
こ
み

、
血
管
を

ふ
く

れ
さ
せ
て
血
管

の
抵
抗
を
高

め
る
よ
う

に
な
り
、
そ

の
結
果
、

血
圧

が
上

が
る
よ
う
に

な
る
の
で

す
。
血
圧

が
高

い
状
態

が
長
く
続

く
と
全
身

の
臓
器
に

血
管

障
害

が

お
こ
り

、
脳
卒
中
・
心

臓
病
・
腎

臓
病
な

ど
の
成
人
病
の
誘

発
に
一

役
買
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他

に
、
塩
分
の

と
り

す
ぎ

は
食
べ
す
ぎ
に
も
つ
な
が
り
が
ち

で
す
。
塩
か
ら
い
お
か
ず
だ
と
、

つ
い
ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
し

ま
う
。
と
い
う
経
験
は
だ
れ
に
も

あ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
塩
か
ら

い
も
の
を
食
べ
た
あ
と
に
は
甘
い

物
が
食
べ
た
く
な
る
の
も
人
の
常

で
す
。
つ
ま
り
、
塩
分
の
と
り
す

ぎ
は
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
な
る
危

険
も
大
き
い
の
で
す
。
い
ず
れ
も

干
不
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
か
ら
、

肥
満
の
原
因
に
も
な
る
の
で
す
。

薄
味
料
理

に
な
れ
る

こ
と

食

生

活

の

基

本

は

何

と

い

っ

て

も

減

塩

食

で

す

。

食

塩

の

摂

取

量

を

減

ら

せ

ば
必

ず

血

圧

が
下

が

る

と

は

い

え

ま

せ

ん

が

、

か

な

り

効

果

が

あ

る

こ
と

は
確

か
で
す

。

今

ま

で

囗

に
し

て

い

た

料

理

の

塩

加

減

が
半

分

に

な

る

と

、

と

て

も

ま

ず

く

て

食

べ
ら

れ

な

い

と

い
う

の

が
正

直

な

と
こ

ろ
で
す

。

た

と

え

我

慢

し

て

食

べ
て

も

、

ス
ト

食生活改善推進員による健診会場での朝食試食会

レ

ス
が
た
ま
っ
た
り

、
三

ヶ
月
や

半
年
間
で
や

め
る
こ

と
に
な
っ
て

は
、
な
ん
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
確
実
に

塩
分
を
減
ら

し
な

が
ら
薄
味
に
慣
れ
て

い
け

ば
、

半
年
後
一
年
後
に
は
今
ま
で
の
約
半

分
の
塩
分
量

に
な
っ
て

い
る
は
ず

で
す
。

減
址
食

を
ス

ム
ー
ズ
に
成
功

さ

せ
る
最
大

の
秘
訣
は

、
徐

々
に
薄

味
に
な

れ
て

い
く
こ

と
で
す
。
あ

せ
ら
ず

進
め
ま
し

ょ
う
。

保健コーナー●6

成人病の予防は

うす味でバランスのとれた食事から！



赤
倉

岳
↑

袴
腰
岳

・
我

が
ま
ま

も

・
過

去
語

る

・

年
寄
り

は

・
妻

の
過
去

大
倉
山
好
会

ま
か
り
通

っ
た

逎
が

拍
車
を

↑

う
こ

と
逎
咨
の

逎
が
時

折
り

六
月

十

八

日

、

大
倉

山
好

会

（
会
長
　

津
島

永
孚

）
が
、
赤
倉

岳

と
袴
腰
岳

を
結

ぶ
登
山
道
を
完

成
さ
せ
ま
し

た
。

大
倉
山
好

会
は
、

こ
の
登
山
道

建
設
に
昨

年
着
手
し
ま
し

た

が
山

が
険
し
く

密
林
の

た
め
作
業

が
難

航
。
二
ヵ

年
を
か
け
よ
う

や
く
完

成
に
漕

ぎ
着

け
ま
し

た
。

今
回

の
作

業
も
困
難

を
極

め
ま

し

た
。
十
七

日
早
朝

か
ら
赤
倉
岳

側
、
桍
腰
岳

側
か
ら

の
二

班
に
分

か
れ
両
側

か
ら
作
業

を
進
め
、
夜

ま
で
に
は
貫

通
し
合

流
す
る
予
定

二
十
代

か
け
て

卜
る

こ
と

ば
か
り

針
を
さ
す

勝
　
美

尚
　
政

絹
　
枝

昭
　
夫

・

老

夫

鑷

・

酒

た

ば

こ

・

栄

光

を

・

初

恋

の

で
し

た
が
。
作
業

は
捗
ら
ず
別

々

に
分

か
れ
て
の
テ

ン
ト

設
営
と
な

り
ま
し

た
。

翌
日

、
十
八
日
は
残

念
な

が
ら
雨

に
打

た
れ
て
の
作
業

と
な
り
ま
し

た

が
、
会
員
の
頑
張

り
で
午

後
二

時
、
よ
う

や
く
相
互

の
草
刈
機

の
音
を
確

認
し

、
午
後

三

時
、

念
願

の
登
山

道
開
通
と
な

り
ま
し

た
。

こ

の
登
山
道
開
通

で
、
大
倉
岳

（
六
七
七
Ｍ

）
、
赤
倉

岳
（
五
七

六
Ｍ

）
、
桍
腰
岳
（

六
二

七
Ｍ

）

の
（

イ

キ
ン
グ
コ

ー
ス

が
利
用
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

大
倉

山
好

会
の
み

な
さ
ん
大
変

ご
苦
労

さ
ま
で
し

た
。

ア
ル

バ
ム
開
き

や

ら
ぬ
見

合

卜
の

今

も
口
ぐ

せ

夢

に
出

て
く

る

赤
倉
岳
側
か
ら
山
袴
腰
岳
側
か
ら

過
杏
の
春
　
年
　
栄

口
　
車
　
　
勝
　
子

祖
父
元
気
　
咲
　
子

過
去
の
女
　
重
　
彦

7●赤倉岳･袴腰岳登山道完成から

｢尾根一つ間違ったジャー｣
｢ハ！まいね、戻るべし｣

水場発見！これで安心

登
山
道
開
通

サルになって方角確認



お 知ら せ

皆 な年 を取 り ます

農業者年金は､「農民にもサラリーマン並みの年金を」

という農業者の方々の強い要望を受けて、農業者の老後

生活の安定と、農業経営の若返りや規模拡大を図るため

に作られた年金です。

若い人達も、みんないずれは老後を迎えます。年金は

その準備を若いうちからしておく制度です。

気が付いた時はもう年をとっていて間に合わなかった

ということのないようにしましょう。

保 険料 は

保険料には、通常保険料と35歳未満の人のための特定

保険料とがあり、また、それぞれ、３ヵ月分ずつ年４回

（１月、４月、７月、10月）に分けて納める普通納付と、

１年分（１月から12月までの分）を前年の12月末日まで

に一括して割引き額で納める前納納付とがあります。

区 分　　　 分 平 成 ６ 年

普 通納 付 の保

険 料（ 月 額 ）

通 常 保 険 料 15,580 円

特 定 保 険 料 11,120 円

前納納 付 の保

険料 （年 額 ）

通常 前 納保 険料 181,640 円

特 定前 納保 険料 129,640 円

(注)１　特定保険料は、35 歳未満の全加入者に適用されます。

２　前納期間中に35 歳に達することとなる特定保険料納付該当者の

前納保険料の額は､生年月日に応じて前納金額が異なります。

広報よ もぎ た

半

島
＆

半

島

ツ

ア

ー
」

募
集
！

『
目
で
み
る
県
政

バ
ス
』

参
加
者
募
集

が
‥

島

一
丁

目

一

―

一

青

森

県

広

報

広

聴

課

県

政

バ

ス

係

（
ｍ

ｏ

一

七

七
－

二

二
１

一

一

一

一

内

線

二

二

〇

八

）

九

応

募

締

切
　

平

成

六

年

八

月

三

十

一

日
（

水

曜

日

）（
当

日

必

着

）

川柳北緯41°／各課から●　8

喜ばれています

現在、農業者年金に加入しておられる方は約48万人、

経営移譲年金や農業者老齢年金を受けておられる方々は

約72万人を超え、１年間に支払われる年金総額は2,400

億円にも達し、今や農家の暮らしにかかせないものとし

て多くの方々に喜ばれております。

県

で
は

、
県

政
に
対
す

る
理
解

を
深

め
て

い
た
だ
く
た

め
に
、
今

年
も

『
目
で
見

る
県
政

バ
ス
』
を

実
施

い
た
し

ま
す
。
つ

き
ま
し

て

は
、
参
加
者

を
募
集

い
た
し

ま
す

の
で
、

ご
希

望
の
方
は

応
募
要

領

の
と
お
り

お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

一
開
催
日
　

Ａ
平

成
六

年
九
月

十

三

日
（

火
曜
日

）
　
　Ｂ
平

成
六

年
九
月
二

十
二
日
（
木
曜
日

）

二

募
集
対

象
者
　

東
津

軽
郡
及

び

青
森
市

在
住
の
二

十
歳
以

上

の

方

々

三

募
集

人
員
　

四
十
五

名
（
定
員

を
超
え

る
と
抽
選

）

四

見

学
施

設
　

①

弘
前

航
空
電
子

（
弘
前
市

）
②
岩
木

川
浄
化

セ

ン
ク
ー
（

弘
前
市

）
③

板
柳
町

ふ
る

さ
と
セ

ン
タ
ー
（
板
柳
町

）

五
参
加

費
用
　

無

料
（
昼
食
付

）

六
乗

車
場
所
　

①

蟹
田

駅
前
②
蓬

田

村
役
場
③
Ｊ
Ｒ

青
森
駅
前

駅

前

派
出
所

七
応
募
要

領
　

往

復
は

が
き

の
往

信
に
①
住
所
（
郵

便
番
号

）
②

氏

名
③
性
別

④
年
齢
⑤
職

業
⑥

電

話
番
号
⑦

希
望
す

る
乗

車
月

日

及

び
乗
車
場
所

を
、

返
信
に

宛
名
を
記
入

の
上

、
次

の
と
こ

ろ
に
お
送
り

く
だ
さ

い
。

八

送
付
先
　

〒

○
三

〇
青

森
市
長

●

フ

ェ

リ

ー

で

渡

る

超

お

得

な

Ｉ

泊

旅

行

こ

の

秋

、
下

北

か

ら

津

軽

に
（

津

軽

か

ら

下

北

に

）
フ

ェ

リ

ー

で

渡

っ

て

み

ま

せ

ん

か

。

津

軽

・

下

北

両

半

島

の
関

係

市

町

村

と

県

で

構

成

す

る

「
半

島

＆

半

島

ツ
ア

ー

実

行

委

員

会

」

で

は

、

こ

の

秋

の

限

定

版

「
半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー

」

へ

の

参

加

者

二

〇

〇

名

を

募

集

し

て

い
ま

す

。

一

人

五

、

〇

〇

〇
円

の

参

加

料

で

一
泊

二

日

、

飲

食

付

き

、

ガ
イ

ド

付

き

、

お

土

産

付

き

で

、

参

加

料

の

何

倍

も

の

お

得

な

ツ

ア

ー

と

な

っ

て

い
ま

す

。

当

村

と

の
共

催

で

す

の

で

、

ふ

る

っ

て

の

お
申

込

み

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

募

集

は

全

部

で
五

コ

ー

ス
。

各

コ

ー

ス

と

も

四

十
名

の
定

員
で
す

。

申

込

み

多

数

の

場

合

に

は

、

抽

選

と

な

り

ま

す

が

、

抽

選

に

外

れ

て

も

残

念

賞

と
し

て

む

つ
湾

内

航

路

（
「

ほ

く

と

」
、

「

か

も

し

か

」
）

の
利

用

割

引

券

が

も

れ

な

く

進
呈

有利です

農業者年金は、国の法律に基づき、将来の年金支給が

保証されております。しかも他の年金には例のない高率

の国庫補助があります。

農業者年金の年金額は、物価の上昇や所得改定によっ

て、年金額が自動的に引き上げられます。

他方、民間の個人年金などはこうした楷置がとられて

いませんので、物価が上昇すればその分年金額は目減り

します。ここが民間の個人年金などとちかって農業者年

金が有利な点です。

加入のおすすめ

加入期間が長ければ長いほど受け取る額も多くなりま

すので、できるだけ早く加入することがお得です。

加入の手続

農業者年金の加入手続、制度の内容等について御不明

な点がありましたら、農業委員会または農業協同組合へ

気軽に御相談下さい。



広報よもぎた

さ
れ
ま
す
。

詳
し

い
内

容
の
記
載

さ
れ
た
専
用

の
応
募
用

紙

が
役
場
総

務
課
に
あ

り
ま
す

の
で
、
お
早

め
に

ど
う

ぞ
。

な
お
、
応
募

締
切
は
八
月
二

十
四

（
水

）（
当
日
消
印
有

効
）
で
す

。

（
募
集
コ

ー
ス

）

①
青
森

～
仏

ケ
浦
～
川
内

～
恐
山

コ
ー

ス

②
青
森

～
下
風

呂
～
尻
屋

コ
ー

ス

③
中
里

～
恐
山
～
佐
井

～
仏
ヶ
浦

コ
ー

ス
（

白
鳥

ド
ラ

イ
ブ
イ

ン
、

蟹
田
フ

ェ
リ
ー
発
着
場

経
由

）

④
む
っ
～
龍
飛

～
市
浦

コ
ー
ス

⑤
脇
野
沢

～
蟹
田
～
龍
飛

コ
ー
ス

自
衛
官
募
集
！

左

記

の
種
目

に
つ
い
て
募

集
し

ま
す

。

①

一

般

曹

候

補

学

生

②

苜

候

補

士

④

航

空

学

生

④

二

等

陸
・
海
・
空

士

◆
受

付

期

間

８

月

１

日

～
９

月

９

日
（

①

②

③

）

８
月

１
日

～
９
月
1
4
日
（
④

の
女
子

）

◆
試

験

日

（

一

次

）

・

９

月
1
8
日

（

①

②

）

・

９

月
2
3
日

（

③

）

・

９

月
2
0
日

（

④

の

女

子

）

・

９

月
1
6
日

（

④

の

卒

業

見

込

み

男

子

）

二

次

試

験

別

示

◆

資
　
　

格

一

般

曹

候

学

生
　

高

卒
（

見

込

）
2
1

航

空

学

生

｝
歳
未

満

の

男

女

曹

候

補

士
　

高

卒
（

見

込

）
Ｕ

成
未

満
の
男
女

二
等
陸
・
海
・
空
士
　
愆
成
以
上

2
7歳
未
満
の
男

●
新
規
高
卒
の
受
付
は
９
月
５
日

以
降特

別
保
証
制
度
の

ご
あ
ん
な
い

蓬

田

村

で

は

、

地

域

中

小

企

業

者

の

経

営

の
安

定

と

発

展

の

た

め

に

必

要

な

事

業

資
金

に

つ

い
て

、

青

森

県

信

用

保

証

協

会

と

協

調

し

て

次

の
よ

う

な

特

別

保

証

制

度

を

実

施

し

て

い
ま

す

。

大

い
に

ご
利

用

下

さ

い
。

▽

簡

易
小

口

資

金

保

証

金

額
　

五

〇

〇
万

円

保

証

期

間
　

五

年

以

内

利
　
　

息
　

年

率
　

六

・

三

〇

％

以

内

保

証

料
　

年

率
　

〇

・

八

五
％

詳

し

く

は

青

森

県

信

用

保

証

協

会

保

証

課

（

登
○

一

七

七

―
二

三
－

匸

二
五

コ

ま

た

は

農

林

水

産

課

（

登
二

七
－

ニ

ー
　一
　
匸
　

へ

お

問

い
合

わ

せ
下

さ

い
。

年

金

標

語

大
募
集
！

青
森
県

で
は
、
県
民

の
皆
さ
ま

か
ら

「
年
金
」
を
よ
り
身

近
な
も

の
に
感
じ

て

い
た

だ
く
た
め

、「
標

語

」
を
募

集
し
ま
す
。

入
賞
者

に
は
、
青
森
県
知
事
か
ら
の

賞
状

と
、
記

念
品

を
贈
呈
し
ま
す

。

県
内

に
お
住
ま

い
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な

た
で
も
Ｏ

Ｋ
。

ふ
る
っ
て

ご

応
募
く

だ
さ
い

。

テ

ー

マ

≒

暮

ら
し

と
年
金
」

※
標
語

に
は
必
ず
「

年
金

」
の
文

字
を
入

れ
て
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法

・
（

ガ
キ

に
①
標
語
②

住
所
③
氏

名
④
年
齢
⑤

職
業
⑥
電

話
番
号

を
明
記

し
て

、

〒

○
三
〇

青
森
市
長
島

一
丁

目
一

－

一
青
森
県

生
活
福
祉
部
国

民
年

金
課
年
金

標
語
募
集
係
ま

で
送
っ

て
く

だ
さ
い
。

※
作
品

の
数
は
一
人
何

点
で
も
結

構
で
す
。

応
募
締

切
・
平

成
六

年
八
月
三

十

一
日
。

発
　
　

表

・
十
一
月
に

青
森
市
で

開
か

れ
る
「
国

民
年
金
展

」
会
場

で
発
表
し
ま

す
。
ま

た
、
以

後
の

各
種
広
報

に
活
用
さ
せ
て

い
た

だ

き
ま
す
。

な

お
、
応
募

さ
れ

た
す

べ
て
の

作
品
は
主
催

者
に
帰
属
し

ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取

っ
た
ら
、
国
民
年
金
証
書

を
提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
福

祉
年
金
を
受
け

て

い
る

方
は
、
八
月

の
支
払

い
を
受
け

た

ら
国

民
年
金

証
書
を
自
分

の
住
ん

で
い
る
市
町

村
役
場

へ
提

出
し

て

く
だ
さ

い
。

老
齢
福

祉
年
金
は
、
全
額

が
国

の
負
担
で
支

給
さ
れ
て

い
ま
す
の

で
、
そ

の
年
齢

の
全
て

の
人
に
支

給
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人

が
他

の
公
的
年
金
制

度

か

ら
年
金
を
受
け

る
こ

と
が
で
き
る

と
き
や
、
本

人
や
配
偶
者

、
扶
養

義

務
者

の
前

年
の
所
得

が
一
定
額

以
上

で
あ

っ
た
と
き
は

、
支
給
停

止
に
な
り
ま
す

。

こ
の

た
め
、
本
人
や
家

族
の
前

年
の
所
得

状
況

な
ど
を
調
査
し
て
、

今
年
の
八
月

か
ら
来
年

の
三
月

ま

で
の
支
給
額

が
決
め
ら

れ
、
証
書

に
記

入

さ
れ
ま
す
。

提
出

が
遅

れ
る
と
、
十

一
月

に

年
金

が
受
け

ら
れ
な
く
な
り

ま
す

の
で
、

お
早

め
に
提
出
し
て

く

だ

さ
い
。

会
社
の
最
低
資
本
金
制
度

の
達
成
は
平
成
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に

平

成
二

年
の
商
法
改
正

に
よ
り

株
式
会
社

に
つ
い
て

は
最

低
資
本

金

が

コ

○

○
○
万

円

と
定
め
ら

れ
、
ま

た
有
限
会

社
に
つ

い
て

は
、

最

低
資
本
金

が
十
万

円

か
ら
三

〇

〇
万

円
に
引

き
上

げ
ら

れ
よ
し
た

が
、
既
存

の
会

社
に

つ
い
て
は
、

五

年
間
の
猶
予

期
間

が
設
け
ら
れ

て

お
り
ま
す
。

し

か
し

、
こ
の
猶
予

期
間
も
残

り

少
な
く
な
り

ま
し

た
。

改
正
法

は
、
平

成
三

年
四

月
一

日

か
ら
施
行

さ
れ
ま
し

た
の
で
、

既

存
の
会
社

に
つ

い
て

は
、
平

成

八

年
三

月
三

十
一
日
ま

で
に
、
こ

の
最
低
資
本
金

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

そ

の
時

ま
で
に

最

低
資
本
金

を
満
た
し
て

い
な

い

と
、
所
定

の
手
続

き
を
経
た
上

で

職

権
解
散

さ
せ
ら
れ
て
し

ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し

い
こ

と
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り

の
法

務
局

・
支
局
・

出
張

所
に

お
尋

ね
下

さ
い
。

9●川柳北緯41°／各課から



活彩あおもり

広報よもぎた

－ もつと元気に、もつと楽しく 一

青森県のイメージアップに向けた

キャッチフレーズガ誕生しました。

「沾彩（かつさい）あおもり」一四

季折々に彩りを見せる自然・風土

の中で、もつと元気に、もつと楽

しい生活が実現できるようにとの

願いがこめられています。

「フレッシュな㈲」「ロマンを求め

る㈲」「優しい㈲」「チャレンジす

る心」を発揮して、拍手喝采が沸

き起こるような新しい魅力ある青

森県をつくつていきましよう。

よもぎた牧場まつり
'94

８ 月28 日(日)

'94

玉松海まつり
と き

８ 月フ日
ところ　 玉松海水浴場

主催　蓬田村・蓬田村観光協会

川柳北緯41°／各課から●10



広報よもぎた

指
導
は
現
在
の

奈
良
　
良
成
教
育
長

赤倉岳、桍腰岳の登山道開

設の時、水場で見つけたザリ

ガユです。道もない原生林の

きれいな水で育ったアメリカ

ザリガニではない純粋のニホ

ンザリガニでした。

み
～
つ
け
た

７６

みんなの

写 真 館

昭和52年

左は、水泳教室

下は、蓬田地区権現様

村民野球大会
と　 き

８ 月・14日( 日)

玉松台スポーツガーデン野球場

８月行事予定表　　　　　　　　　　
31　29　　　　28　24　22　21　19　　　　17　15　　　　14　10　　9　　8　　　　　7　　3　　1日

水　 月　　　 日　水　 月　 日　金　　　 水　 月　　　 日　水　 火　月　　　 囗　水　 月 曜

陶　 書　県　 牧　陶　 乳 草　 慰　 １ 陶　書　 村　 成　陶　 乳 書 玉　 日　陶　書

芸　 道　
民　 場　芸　 が 木　台　 才 芸　 道　民　　 芸　 児 道　松　 曜　芸　 道

教　 教　体　 ま　教　 ン 染　＝　 ６ 教　教　 野　 人　教　 健 教　 海　開　 教　教
室　 室　育　っ　 室　 ・ 教　祭　 力 室　室　 球　式　 室　 診 室　 ま　館　 室　室

犬　 り　　　 子 室　　　 月　　　　 大　一　　　　　　 っ
9　13　 会　　 ９　 宮　　　　　9　13　 会　 中　9　13 13　 り　　　9　13
時　 時　一　　　 時 －が ９　　　　２ 時　時　　　 央　 時　 時 時　　　　　 時　 時

30　
五　　　　　長ン 時　　　　才　　30　　　 公　　　　30 30　　　　　00　30

分　所　　　　 科検30　　 － 児　　 分　　　 民　　 一分 分　　　　 分　 分
川　　　　　公診 分　　　中健　　　　　　　 館　　　中
原　　　　　　　　　　　　央診　　　　　　　一　　　央

市　　　　　　玉　　　　　　公　　　　　　　　　　　　　　公一　　　　　松　　　　　　民　　　　　　　　　　　　　　民

公　　　　 館　　　　　　　　　　 館－　　　　 －　　　　　　　　　　 －

行

事

中　体　 農　中　 民　 中　民　民　 中　中　 体　 社　中　民　中　 商　　　　　　中
央　去　 林　央　　　　央　　　　　　央　央　 去　会　 央　　　 央　　　　　　　　　央

μ　　公　 目　水　公　 生　 公　生　生　 公　公　 目　教　 公　生　公　 工　//　　　μ　　公
民　協　 産　民　　　　民　　　　　　民　民　協　 育　 民　　　 民　　　　　　　　　民
館　会　 課　館　 課　館　 課　課　 館　館　 会　課　 館　課　館　 会　　　　　　館

担

当

11●行事予定／み～つけた

ところ



広 報よ もぎ た

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

「
不
来

方
の
お
城
の
草
に
寝
こ
ろ

び
て
空

に
吸

は
れ
し

十
五

の
心
」

青
春

の
み
ず
み
ず
し

さ
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う

な
石
川
啄
木

の
こ
の
短

歌
を
耳
に
し

た
こ

と
の
あ

る
人
は

多

い

だ
ろ
う
。

「
不

来
方
の
お
城
」

と
は
盛
岡
城
趾

の
こ
と
。
不
来

方

と
は
盛
岡

の
江
戸
以

前
の
呼
名
で
、

そ

の
盛
岡

か
ら
南

へ
十
キ

ロ
ほ

ど

の
田

園
風
景

の
中

に
、
私
の
勤

務

す
る
不
来
方
高
校
か
お
る
。
生
徒

数
が
千
三
百
数
十
名
ほ
ど
の
県
内

最
大
規
模
の
学
校
で
、
昭
和
六
十

三
年
四
月
に
開
校
、
ま
だ
歴
史
が

浅
い
。
岩
手
は
、
青
森
と
比
較
し

て
転
勤
が
多
く
、
教
職
歴
十
八
年

で
、
も
う
四
校
目
に
な
る
。
担
当

教
科
は
「
物
理
」
。
本
校
生
徒
の

進
路
希
望
は
、
世
の
風
潮
か
ら
か

殆
ど
進
学
。
し
か
し
全
国
的
に
み

れ
ば
、
大
学
の
入
学
率
（
入
学
者

／
志
願
者
）
が
五
割
弱
と
い
う
現

状
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
受

験
と
い
う
競
争
を
強
い
ら
れ
、
生

徒
も
親
も
わ
れ
わ
れ
教
師
も
頭
の

痛
い
ご
時
世
で
あ
る
。

岩
手
県
立
不
来
方
高
等
学
校

教
諭
藤
　
本
　
文
　
義
さ
ん

高
校
卒
業

と
同
時

に
岩
手

に
住

み
二

十
年
以

上
過

ぎ
た
。
隣
県

と

は

い
え
、
故

郷
は
や

は
り
遠

い
。

そ

れ
で

も
桜
の
季
節

に
は
無
性

に

「

ガ
ニ
」

が
食

べ
た
く
な

る
。

き

っ

と
体
内

に
「
蓬
田
」

が
染
み

着

い
て

い
る
の

だ
と
思
う

。
職
場

で

も
こ

の
蓬

田
の
「

ガ
ニ
」
は
名

高

い
。

「
他

の
名
産

は
？

」

と
も
聞

か

れ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は

シ

ャ
コ

と
ホ
タ
テ
と
ひ

ば
の
箸

と
答

え
る
こ

と
に
し
て

い
る
。

い
ず

れ

も
昔

か
ら

あ
る
素
朴

な
本
物
で
あ

る
。
本
物

は
、

い
つ
ま

で
も
残
っ

て

い
く
も

の
で
あ
る
。

わ

が
郷
土

に
は
他
に

も
い
ろ
ん
な
本

物

が
あ

る
と
思
う
。
そ
ん
な
本
物
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
る
村
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。

ご結婚おめでとうございます

（越田　靖喜（㈲辺地）

佐藤のり子（蟹田町）

S・現住所／〒020-01 岩県県 盛 岡 市 みた

け4-39-16/O0196-41  -5826 生年 月 日

／昭和28年８ 月20日／･･出身 ／長科／藤

本みつ ゑ氏３男 ／S･･家族構成／妻･ 伸子･

長女 ・彩子（４ 才）S･･好きなもの ／将棋

ガニ、パソコンS･･経歴／青森県立青森東

高等学校卒（昭和47年３月 ）/岩手大学卒

（昭 和51年３ 月）～現在に至る。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口
人 口 と 世 帯 数

(６月30日現在)

総人口　3,897 人
男　　1,873 人
女　　2,024 人

世帯数1,045 世帯

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

じ５ 月 ＼j4.1,1,万lj16月 受 付 分

お誕生おめでとうございます

木 村 こ の み

さ　や か工 藤 沙 弥 香

小 鹿　 麻 美

八 幡　 美 穂

坂 本　 沙 織

先　雄

悦　子

徹

久美子

則　夫

ひとみ

柾　春

み　よ

信　義

礼　子

長　女

二 女

長　女

二 女

二 女

おくやみ申し上げます

青木　ハナ（阿弥陀川　92歳）

鳴海　サン（ 中　沢　80 歳）

高田サグラ（ 郷　沢　83 歳）

田中利三郎（ 蓬　田　88 歳）

木村ハルヱ（瀬辺地　58 歳）

森　　　 剛（阿弥陀川　69歳）

木戸　　 勇 Ｏ頼辺地　78 歳）
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